
大
分
県
宇
佐
市
安
心
院
町
竜
王
の
古
荘
家
の
墓
地
に
あ
る
古
庄
九
郎
衛
門
尉
藤
原
正
道
の 

夫
婦
墓
に
記
さ
れ
た
碑
文
で
す
。 

本
流
道
覚
居
士
・
自
喚
妙
讚
信
女
碑
文 

原
レ

夫
、
古
庄
九
郎
衛
門
尉
藤
原
正
道
先
祖
重
吉
者
、
従
ニ

相
州
鎌
倉
一

大
友 

一
法
師
為
ニ

長
臣
一

隨
、
遂
レ

千
二

豊
後
一

来
、
然
元
亀
年
中
依
レ

事
落
居
レ

千
二 

豊
前
中
間
村
、
後
住
Ｉ

居
レ

千
二

龍
王
邑
一
、

歳
八
十
有
餘
遠
逝
、 

凡
至
二

而
今
一

百
十
四
年
正
道
者
当
邑
古
庄
・
紀
古
・
西
島
以
レ

為
二

三
家
元
祖
一
、 

寛
延
二

己
巳
年
再
１

建
レ

塔
而
録
レ

之
者
也
、 

  

そ
れ
も
と
は
、
古
庄
九
郎
衛
門
尉
藤
原
正
道
の
先
祖
重
吉
は
、
相
州
鎌
倉
よ
り
大
友
一
法
師
長
臣
と
し
て 

随
い
、
豊
後
に
お
う
来
る
、
し
か
れ
ど
も
元
亀
年
中
事
に
よ
り
豊
前
中
間
村
に
落
居
す
、
後
は
竜
王
村
に 

住
居
し
歳
八
十
有
余
で
遠
逝
す
、 

凡
而
今
に
至
り
百
十
餘
年
正
道
は
当
邑
古
庄
・
紀
古
・
西
島
三
家
の
元
祖
た
る
を
以
て
、
寛
延
二
己
巳
の 

年
に
塔
を
再
建
し
而
し
て
之
を
録
す
も
の
な
り 

 

正
道
（
本
流
道
覚
居
士
）
死
去
は
寛
永
十
二
乙
亥
（
一
六
三
五
）
七
月
弐
五
日
で
あ
る 

正
道
は
二
十
歳
位
の
時
豊
前
中
間
村
に
落
居
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

の
ち
、
竜
王
村
に
住
居
を
構
え
、
子
息
が
紀
古
、
西
島
を
興
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

正
道
死
去
百
十
四
年
後
に
正
道
の
夫
婦
墓
が
再
建
さ
れ
た
。 

寛
延
二
己
巳
年
（
一
七
四
九
） 

  



 
大
友
一
法
師
は
大
友
初
代
能
直
（
よ
し
な
お
）
を
い
う
。 

重
吉
（
し
げ
よ
し
重
能
）
は
能
直
の
弟
で
あ
る
。 

 

 

「
尊
卑
分
脈
（
そ
ん
ぴ
ぶ
ん
み
ゃ
く
）」
よ
り
藤
原
秀
郷
流
の
大
友
氏
の
系
図 

 

古
庄
郷
（
現
在
の
神
奈
川
県
愛
甲
郡
あ
た
り
）
の
郷
司
近
藤
能
成
（
古
庄
能
成
）
の
子
が
、
後
の

大
友
能
直
で
あ
り
、
能
直
は
幼
児
の
頃
「
古
庄
左
近
将
監
能
直
」
と
名
の
っ
て
い
た
。 

古
荘
（
古
庄
）
氏
の
祖
の
古
庄
重
能
（
古
庄
重
吉
・
古
庄
四
郎
）
は
大
友
能
直
の
弟
と
さ
れ
る
。 

と
い
う
こ
と
は
、
古
庄
重
能
は
大
友
能
直
（
古
庄
能
直
）
と
同
じ
く
近
藤
能
成
の
子
と
言
う
こ
と

に
な
り
、
古
庄
郷
司
と
い
う
無
名
に
近
い
近
藤
能
成
に
は
じ
ま
る
古
庄
氏
は
大
友
能
直
を
初
代
と

す
る
大
友
氏
の
祖
族
と
言
え
る
。 

 
 

 

こ
の
碑
文
か
ら
、
安
心
院
町
竜
王
（
宇
佐
郡
竜
王
村
）
の
古
荘
（
古
庄
）
氏
が
豊
後
大
友
氏
の
初
代 

 
 

大
友
能
直
の
弟
古
庄
重
能
（
重
吉
）
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
が
強
く
示
唆
さ
れ
る
。 

 
 

 



 
 

さ
ら
に
解
説
を
続
け
る
。 

 
 

元
亀
年
中
に
何
が
あ
っ
た
か
を
調
査
し
た
が
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
） 

 
 

筑
前
の
守
り
と
し
て
立
花
城
督
と
な
っ
た
立
花
道
雪
が
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
年
） 

 
 

二
月
一
六
日
、
志
賀
道
輝
（
親
守
）・
一
万
田
宗
拶
（
鎮
実
）
・
戸
次
紹
珊
（
統
貞
）・ 

 
 

志
賀
道
雲
（
鑑
綱
）
・
朽
網
宗
策
（
鎮
則
）
・
戸
次
重
連
（
道
雪
の
養
子
）
・
清
田
鎮
順
・
志
賀 

 
 
 

鎮
隆
・
戸
次
宗
傑
（
鎮
秀
）
田
北
紹
鉄
（
鑑
重
）・
志
賀
道
易
（
親
慶
）
・
朽
網
宗
歴
（
鑑
康
）・ 

 
 

一
万
田
宗
慶
（
鑑
実
）
の
十
三
名
に
対
し
て
、
大
友
氏
の
危
機
に
当
た
り
切
々
な
る
憂
国
の
書
状 

 
 

を
送
り
、
一
致
協
力
し
て
危
難
に
当
た
る
べ
き
こ
と
を
訴
え
た
そ
の
書
状
の
中
に
、
、
前
書
に
続

い
て
八
項
目
に
つ
き
説
い
て
い
る
。 

 
 

そ
の
七
項
目
に
・
・
・ 

一
、 

近
頃
う
わ
さ
で
は
、
古
庄
兄
弟
・
朽
網
市
丞
・
雄
城
某
ら
の
四
人
が
勘
当
さ
れ
た
由
。 

若
様
（
義
統
）
は
短
慮
で
、
折
檻
（
処
罰
）
が
あ
っ
て
も
面
々
が
出
仕
を
停
め
、
折
を
見
て 

ど
う
し
て
取
り
成
し
を
し
な
か
っ
た
の
か
。
四
人
は
筋
目
は
立
派
。
小
心
者
で
は
あ
る
が 

譜
代
の
家
臣
ゆ
え
相
応
の
御
用
に
立
つ
は
ず
。
と
あ
る
。 

 

以
上
の
考
察
か
ら
古
庄
九
郎
衛
門
藤
原
正
道
は
、
豊
後
大
友
氏
の
初
代
大
友
能
直
の
弟
古
庄
重
能
（
重

吉
）
の
末
裔
で
あ
り
、
尚
且
つ
大
友
時
代
の
末
期
に
大
友
義
統
（
大
友
宗
麟
の
嫡
子
）
に
勘
当
さ
れ 

 
 

元
亀
年
中
に
豊
前
中
間
村
に
落
居
し
た
古
庄
兄
弟
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
そ
の
後
竜
王
村
に
移
り
住
み
、

竜
王
古
荘
（
古
庄
）
の
祖
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

な
お
、
古
荘
・
古
庄
の
使
い
分
け
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
明
治
以
降
墓
標
は
古
荘
で
統
一
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

以
上
、
日
出
町
の
佐
藤
節
氏
お
よ
び
安
心
院
町
の
西
岡
昭
氏
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

平
成
三
十
年
九
月
十
五
日 


